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最期臥床患者 の腰麻施行後 に発症 した肺動脈塞栓症 が

血栓溶解療法 を嘉 と した治療 で改善 した職で緒普 す るか
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水頭症患児の麻酔をこおいては,麻酔噂九時招頭部の保
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マ ～ぎ トレスを健]首遷した｡麻酔導入時の頭部の保持転卜曾

でき.手術 中のかわだの移動もなかった仙マットの断熱効

果と平体 型をこ添った鋳型状の防音憲のため保温効果ああをブタ

特殊 な体 型夢糖殊な体位の手約-の結滞 が許諾才能である.
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